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諸 種 組 織 内 ニ 注 射 セ ラ レ タ ル

自 家 血 液 ノ 運 命 ニ 就 テ

岡山醫科大學病理學教室(指導者田部教授)

前 田 圭 三

[昭和7年12月3日 受稿]

Aus dem Pathologischen Institut der Okayama Med. Fakultat

(Leiter: Prof. Dr. H. Tanabe).

Uber das Schicksal des in verschiedene Gewebe injizierten Autoblutes.

Von

Dr. Keizo Maeda.

Eingegangen am 3. Dezember 1932.

Verfasser beobachtete uber das Schicksal des Autoblutes, welches in verschiedene 

Gewebe; Bauchholen, Subkutanen, Muskeln, Gehirne, injiziert wurde.

Die Resultate sind folgende:

1. Bei der Injektion in die Bauchhole:

a) Die Erythrophagie im Netz tritt nach 10 bis 20 Minuten der Injektion des

 Blutes auf, aber nach 60-72 Stunden am starksten.

b) Die Eisenreaktion zeigt sich von 72 Stunden bis 1 Woche nach der Injektion.

c) Erythrophagie und Eisenreaktion sind weder von der Zimmertemperatur 

noch von der Geschlecht des Versuchstieres abhangig, wahrned sie wahr

scheilich durch die Jahreszeiten ein wenig beeinflusst werden.

2. Bei der subkutanen Injektion:

a) Die Erythrophagie wird schon 10 Minuten nach der Blutinfusion beobach

tet, und 60-72 Stunden am lebhaftesten.

b) Die Eisenreaktion fangt in 24 St. einzutreten an und in 96-120 St. zeigt 

sie sich am deutlichsten.

3. Bei der intramuskularen Injektion:

a) Die Erythrophagie ist erst in 48 St. zu beobachten und in 72 Stunden am

 starksten.
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b) Die Eisenreaktion zeigt sich erst in 48 Stunden und in 96-120 St. am deut

lichsten.

4. Bei der intracerebralen Injektion:

a) Die Erythrophagie ist erst in 48 Stunden sichtbar, und in 120 Stunden am

 deutlichsten.

b) Die Eisenreaktion beginnt nach 72 Stunden und ist in 7-10 Tage ad maximam.

5. Das Auftreten der Erythrophagie und der Eisenreaktion nach der Einspritzung 

des eigenen Blutes ist fei dem subkutanen Bindegewebe am fruhesten und zwar in 

die Reihenfolge, Skelettmuskeln, Gehirn und Netz.

6. Die Zeit des Auftretens der Erythrophagie sowie Eisenreaktion ist von dem 

Alter der Versuchstiere abhangig; sie ist bei den Tieren von bluhendem Alter am 

fruhesten, bei den alten Tieren spater und bei den jungendlichen am spatesten.

7. Die Eisenreaktion erscheint im allgemeinen hauptsachlich in den Histiocyten, 

beim subkutanen Bindegewebe aber auch in den Bindegewebszellen und Bindegewebs

fasern in leichtem Grade, und bei der intraskelettmuskularen Injektion tritt sie auch 

in dem Bindegewebe der inneren und ausseren Muskelscheide auf, keineswegs aber 

in den Muskelfasern,

8. Die Eisenreaktion wird in den peripheren Teilen des Herdes der Blutinfusion 

nachgewiesen, wahrend sie sich in dem zentralen Teil des Herdes sehrs selten wahr

nehmen lasst. Im Anfangsstadium konnte die Reaktion allerdings oft auch im Zentrum 

des Herdes in einigen grossen Monocyten leicht positiv nachgewiesen werden.

Daraus ist sehr wahrscheinlich, dass die Hamosiderinbildung im betreffenden Herde 

sich hauptsachlich durch die Bestandteile des Ortgewebes oder der daraus gewachsenen 

Zellelementen stattfindet, dass aber die im Blute zirkulierenden Zellbestandteile sich 

daran sehr selten beteiligen. (Kurze Inhaltsrangabe).
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血管外 ニ出 デタル赤 血球 ノ形態學 的變 遷 ニ關 スル研究 ハ遠 クVirchowニ 始 リ,出 血竈 及 ビ血

栓 ニ就 テ之 ヲ行 ヒ シガPerls, Neumannニ 至 リ長足 ノ進歩 ヲ遂 ゲHamatoidinトHamoside

rinノ 區別 ヲ明 カニナスニ 至 レ リ.其 ノ後Biondi, Hueck, Leupoldノ 大 業績相次 ギテ出 デ赤

血 球 ニ由來 スル含鐵 色素 ノ生物 學 的竝 ニ顯微鏡化學 的研究 ニ功獻 スル所 ア リ.然 レ ドモ此 處 ニ
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其 ノ一般的 文獻 ヲ列記 スル ハ本 論文 ノ目的 ニ アラザル ガ故 ニ詳細 ハ上 記諸氏 ノ記 載及 ビObe

rndorferノ 綜 説 ニ讓 リ,本 實驗 ニ關係 深キモ ノハ各組織 ノ條 下ニ於 テ之 ヲ述 ブベ シ.

出血後ノ其病竈 ニ於テ惹起 サルル一定ノ組織像 ガ凡 ソ時ヲ定 メテ起ルモノ トセバ,吾 人ガ日

常出血性組織 ヲ鏡檢スルニ當 リ,其 ノ組織像ニヨリ該出血ノ經過時 日ヲ推定 シ得ベケン.カ カ

ル目的ヲ以テ行ヘル研究ハ余ノ寡聞ヲ以テスレバDrukノ 腦脊髓 ニ就 キテ行 ヘル業績 アル ノ

ミ.

第1章　 實驗材料竝ニ實驗方法

實 驗 動 物 ニ ハ幼 若 ナ ル(體 重0.3kg)モ ノヨ リ,比

較 的老 期 ニ入 レ ル(體 重2.5kg)家 兎 ヲ使 用 セ リ.是

レ幼 若 ナル モ ノ.中 等 ニ成 長 セ ル モ ノ,又 老 期 ニ近 キ

モ ノ等 ノ間 ニ年 齡 的 差 異 ヲ生 ゼ ザ ル ヤ ニ注 意 ヲ拂 ヒ

シナリ.本 實驗ニ於テハ出血竈ニ於ケル血液 ノ運命

ヲ實驗的ニ究知セントスルモノナルガ故ニ,該 部 ノ

血管ヲ人爲的ニ損傷 シテ出血セシメ,其 ノ出血竃ニ

於 ケル組織像ヲ時間的ニ檢索スルガ最モ自然ニ忠實

ナランモ此方法ニテハ出血ノ量ヲ一定スルヲ得ズ.

茲ニ於テ,余 ハ心臟穿刺 ニヨリ任意量ノ血液ヲ採集

シ之ヲ所定 ノ部 ニ注射セ リ.腹 腔内注入ニ際 シテハ

甚シク幼若ナルモノハ血液5g,其 ノ他 ノモノハ10g

ヲ心臟穿刺ニヨリテ採リ,直 チニ之ヲ劍尖突起下縁

ニ於テ腹腔内ニ注入 シ,一 定時間 ノ後,「 エーテル」

麻醉ノ下ニ腹壁ヲ正中線ニ於テ無菌的ニ開キ,胃 ヲ

腹腔外ニ引キ出 シ,其 ノ際露出スル大網膜ヲ取 リ,

一 部ハ80%「 アル コール」中ニ,他 ハ10%「 フオル

マ リ ン」中 ニテ 固 定 シ孰 レ モ伸 展 標 本 トナ シ,前 者 ハ

Perls氏 「ベ ル リ ン」青 反 應,後 者 ハ 「へ マ トキ シ リ ン

ー エ オ ジ ン」染 色 ヲ施 シテ 喰 血 現 象 ノ 觀 察 ニ使 用 セ

リ.

皮下及 ビ筋肉内注射ハ,心 臟穿刺 ニヨリ採集セル

血液 ヲ直チニ背部皮下或ハ臀筋内ニ注射 シ,一 定時

ノ後,該 部皮下組織或ハ 筋肉ヲ取 リ,前 述 ノ如ク2

様 ノ固定材料ヲ作 リ,「チエロイヂ ン」切片ヲ作成 シ,

「ベル リン」青反應及ビ「へマトキシリンーエオジン」

染色 ヲ行ヘリ.

腦内注射ハ,先 ヅ家兎 ノ頭部正中線 ニ於テ,軟 部

ヲ切開シ,右 側顱頂骨ヲ露出 シ,錐 ヲ以テ骨ヲ穿孔

シ,次 デ心臟 ヨリ採集セル血液0.2gヲ 之 ヲ通 ジテ

注射器ニヨリ腦内ニ注射シ,一 定時ヲ經テ空氣栓塞

ニヨリ屠殺シ,腦 髓 ヲトリ固定 シ,「チエロイヂ ン」包

埋 ヲ行ヒ顯微鏡標本ヲ製作スルコト前述 ノ如 シ.

第2章　 實 驗 成 績

第1節　 腹腔内注入

豫 備實 驗:腹 腔 内 ニ注 入 セ ラ レ タル 液 體 乃 至 浮

遊 液 ノ運 命 ニ關 シテ ハ 多 數 ノ先 人 ノ業 績 ア リ(Mus

catello, Kaczorowski, E. Seifert , Goldmann, etc),

最 早 間 然 ス ル 所 ナ カ ラ ンモ 爲 念 豫 備 實 驗 ト シテ,肉

眼 的 ニ識 別 困 難 ナ ル血 液 ニ 代 フ ル ニ 墨 汁 ヲ 以 テ セ

リ. 4頭 ノ健 康 ナ ル 體 重1.5kg乃 至2.0kgノ 家 兎 ヲ

背位ニ固定シ,上 腹部ニ墨汁10.0gヲ 腹腔内ニ注入

シ, 10分, 24時 間, 48時 間及 ビ72時 間後正中線ニ

於テ腹腔 ヲ開キ,肉 眼的ニ仔細ニ墨汁 ノ腹腔内分布

ヲ觀察セ リ.

其 ノ實驗成績 ヲ總括スルニ

1)腹 腔内ニ注入セラレ タル墨汁ハ,短 時間 ニシ
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テ 腹 腔 全般 ニ瀰 散 シ,一 局 部 ニ停 滯 ス ルガ 如 キ コ ト

ナ シ.

2)注 入後24時 間 ヲ經ルトキハ,墨 汁ハ腸間膜及

ビ大網ヲ著明ニ染色スルモ,他 ノ部 ニハ肉眼的ニ之

ヲ認ムルコトヲ得ズ.

3)注 入後72時 間 ニ至 レバ最早腸間膜 ニハ 墨痕

ヲ示スコトナタ,只 大網ニノミ著明ニ墨斑 ヲ表 ス,

墨斑ハ乳斑 ニ該當ス.

4)即 チ腹腔内ニ注入セラレタル墨汁ハ,初 メ腸

間膜及ビ大網 ニ主 トシテ附着 スルモ時ヲ經ルニ從ヒ

主 トシテ大網乳斑ニノミ限局 スルニ至ル.

墨 汁 ト血液 トハ,液 ノ性状ニ於テハ大ナル相違ア

リト雖モ,腹 腔内ニ注入サ レタル血液ガ1箇 所ニ停

滯 シテ大網ニ全 ク觸 レザルガ如キ場合 ノ成立セザル

ベキコトハ,本 豫備試驗ノ成績ニ鑑 ミテ明カナリ.

Corduaハ 犬 ノ腹腔内ニ新鮮ナル同種血液ヲ注入シ,其 ノ腹腔液ヲ硝子毛細管ヲ以テ時間的

ニ採取 シ,血 液成分ノ形態學的變化 ヲ檢セリ.其 ノ成績ニ ヨレバ第2日 目ニ喰血現象現 レ,第3

日目ニ遊走細胞中ニ褐色々素ノ出現スルヲ認 メタリト記セルモ該色素ノ本態ニ關 シテハ詳カナ

ラズ.

實驗ニ先ンジ健康ナル3頭 ノ兎 ノ大網ヲ取 リ,之 ガ鐵反應 ノ有無ヲ檢 シタリ.

第1表

上表ニ見ユルガ如ク健康家兎ニア リテハ,大 網ニ於テハ鐵反應ヲ呈スルコトナキヲ知ル.

實 驗 第1列

家兎ニ於テ腹腔内ニ注入セラレタル血液 ガ,大 網ニ於テ組織球性細胞ノタメニ貪喰セラルル

時間即 チ喰血現象ノ現出スル時間ヲ決定 セント欲 シ,第1列 實驗 ヲ試 ミタ リ.

第1號(〓)體 重0.85kg10/V.

注 血後10分 ニシテ大網 ヲ取 リ「ホルマリン」固定

ノ後「へマ トキシ リンーエオジン」染色 ヲ施シテ檢ス

ルニ,附 着セル赤血球ハ能 ク其 ノ形 ヲ保チ喰血現象

ヲ認メ得ズ.

第2號(〓)體 重1.3kg28/V.

試驗 動物血液10gト0.4%食 鹽水 トノ同量 ヲ混

ジ,之 ヲ腹腔 内ニ注入 シI0分 ノ後前述 セシト同處

置 ノ下ニ檢スルニ,尚 ホ喰血現象ヲ認 メ得ズ.即 ニ

之ニヨリ健常赤血球 ノミナラズ,輕 キ障碍ヲ受ケタ
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ル 赤 血 球 ニア リテ モ,猶 ホ10分 ノ短 時 間 ニ ア リテ

ハ,喰 血 現象 ヲ招 來 セ ズ.

第3號(〓)體 重0.6kg30/V,

自 家 血 液10gヲ 注 射 シ20分 ノ後 ニ 鏡 檢 ス ル ニ,

極 ク少 數 ノ組 織 球 性 細 胞 ガ赤 血球 ヲ貪 喰 セ ル ヲ見 タ

リ.

第4號(♀)體 重0.6kg31/V, 30分 及 ビ

第5號(〓)體 重0.9㎏2/VI. 1時 間 ニ於 テ モ 少 數

ノ組 織球 性 細 胞 ニ喰 血 現 象 ヲ 認 メ タ リ.(第2表a)

第2表　 a

以 上5例 ノ中第1例 ヲ除 クノ外何 レモ其ノ乳斑ニ少數ノ多核白血球ノ游出及 ビ大網表面ニ少

量 ノ繊維素ノ附着アリ.之 ヲ要スルニ健康ナル比較的幼若ナル 家兎ニアリテ, 5月 乃至6月 ノ

如キ温暖ナル候ニ於テハ,組 織球細胞ノ喰血現象ハ注血後10-20分 間ニシテ發現 スル ヲ知ル.

實 驗 第2列

本例ニ於テハ腹腔内ニ注 入セラレタル血液ノ組織球性細胞ニ貪喰 セラ レ,漸 次消化サ レテ終

ニ鐵反應ヲ呈スルニ至ル時間ヲ確定セン ト試 ミタ リ.

第6號(〓)體 重1.8kg5/VI.

注血後24時 間:遊 走性組織球 ノ増加,多 核白血

球 ノ出現及ビ少量 ノ繊維素 ノ附着アリ.輕 度ニ喰血

現象ヲ現セ ドモ未ダ鐵反應ヲ呈スルニ至 ラズ.

第7號(♀)體 重1.25kg6/VI.

注血後48時 間:鐵 反應尚ホ陰性ニシテ,少 數 ノ

「フイプロブラステン」.多 核白血球及ビ少量ノ繊維

素 ヲ見ルノミ.

第8號(〓)體 重1.45kg2/VII.

注血後60時 間:鐵 反應ハコノ期 ニ至ルモ尚ホ發

現セズ.只48時 間 ノモノニ比 シ繊維素,多 核白血球

及 ビ「フイ プ ロブ ラ ス テ ン」等 ノ輕 度 ニ 増 加 セ ル ノ

ミ.

第9號(〓)體 重1.35kg3/VII.

注 血 後66時 間:鐵 反 應 ハ 依 然 ト シ テ 陰 性 ニ シ

テ,中 等 數 ノ遊 走 性 組 織 球 ノ増 加,多 核 白 血球 及 ビ

「フ イ プ ロブ ラ ステ ン」ノ出 現 ア リ.

第10號(♀)體 重1.05kg4/VII.

注血後72時 間:喰 血現象著明ナレドモ,鐵 反應

陰性ナリ.然 レドモ組織球性細胞 ノ原形質中ニ淡褐

色色素顆粒 ヲ宿セルヲ見ル.

第11號(〓)體 重0.9kg7/VII.
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注血後72時 間(復 試):鐵 反應初 メテ出現 ス.組

織球性細胞中ニハ,最 早赤血球 ノ形態ヲ覗 フヲ得ズ.

第12號(〓)體 重1.0kg10/VII.

注 血後84時 間:及 ビ

第13號(〓)體 重1.7kgI1/VII.

注 血後1週 間:ノ モ ノ ニ アリ テ ハ 喰 血 現 象 ノ ミ

著 明 ニ認 ム ル ヲ 得 レ ドモ鐵 反 應 ヲ呈 セ ズ.但 シ1週

間 ノモノハ組織球 ノ原形質中 ニ褐色色素顆粒 ヲ認

メ,赤 血球 ノ消化サレツツアルヲ見ル.

第14號(〓)體 重1.5kg14/VII.

注血後1週 間(復 試):貪 喰サ レタル 赤血球ハ 悉

ク消化セラレ褐色 ノ色素顆粒 トシテ原形質中ニ存在

シ,鐵 反應著明ナ リ.多 量 ノ繊維素及 ビ多數 ノ「フ

イプロブラステ ン」ノ出現 アリ.(第2表 第b)

第2表　 b

之 ヲ按 ズルニ,實 驗第1列 ニ於テ注血後20分 ニシテ既 ニ喰血現象ハ發 現セルニ拘 ラズ60時

間ノ長キヲ經 タル例ニ於 テ觀察スルヲ得ズ,加 之鐵反應 ノ出現 モ第11號 ニ於テ陽性ナリシモ,

第12號 及 ビ第13號 ノ如キ更ニ長キ時間 ヲ經過 シタルモノニ陰性 ニ終 リタ リ.斯 クノ如 ク實驗

成績 ノ不統一ナルハ如何ナル原因ニヨル歟.實 驗動物ノ個體的相違ニ ヨルカ,或 ハ注射時注射

針ノ腹腔臟 器,例 令,胃 或 ハ腸中ニ誤 ツテ刺 入セラレ,血 液 ノ大部分ヲ胃腸管中ニ失 ヒタルニ

アラザルカ.第2列 ニアリテハ開腹當時細心ナル注意ノ下ニ胃及 ビ腸ヲ檢査 シ斯 カル誤謬ナキ

ヲ慥 メタ リ.尚 ホ同時間ニ於 ケル實驗ヲ反覆 セリ.
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實 驗 第3列

第15號(〓)體 重1.4kg12/VII.

注 血 後24時 間:「 フイ プ ロブ ラ ステ ン」ノ出 現,

繊 維 素 ノ析 出,中 等 數 ノ遊 走 性 組 織 球 ノ游 出 ア レ ド

モ,喰 血 現 象 及 ビ反 應 ヲ呈 セ ズ.

第16號(♀)體 重1.4kg12/VII.

注 血 後48時 間:喰 血現 象,鐵 反 應 共 ニ出 現 ナ ク,

前 例 ニ比 シ繊 維 素 ノ稍 々多 キ ヲ見 ル ノ ミ.

第17號(〓)體 重1.2kg12/VII.

注 血後60時 間:乳 斑 部 ニ於 テ ハ,遊 走 性 組 織 球

ハ 中等 數 ニ増 殖 シ,少 數 ノ多 核 白 血球 ノ現 出 ヲ認 メ,

組 織球 中1-2ノ 赤 血球 ヲ藏 セ ル モ ノ ア レ ドモ,鐵 反

應 ハ 依 然 トシテ陰 性 ナ リ.

第18號(〓)體 重1.5kg12/VII.

注 血後66時 間:大 網 表面 ニ少 量 ノ繊 維 素 ノ析 出

ア リ.遊 走 性 組 織 球 及 ビ多 核 白 血 球 ヲ認 メ,喰 血 現

象 ヲ呈 ス ル モ鐵 反 應 陰 性 ナ リ.

第19號(♀)體 重1.35kg12/VII.

注 血後72時 間:及 ビ

第20號(〓)體 重1.5kg12/VII.

注 血 後84時 間:ニ テ ハ,其 ノ所 見 前 記 ノモ ノ ト

殆 ド同 様 ナ レ ドモ, 84時 間 ニ ア リテ ハ,組 織 球 中 ニ

褐 色 色 素 顆 粒 ヲ認 ム ル コ トア リ.

第21號(〓)體 重1.35kg12/VII.

注 血 後1週 間:多 數 ノ遊 走 性 組 織 球 及 ビ 多 量 ノ

繊維 素 竝 ニ「フイ プ ロブ ラ ス テ ン」ノ出 現 ア リ.喰 血

現 象 陽 性 ナ レ ドモ 鐵 反 應 ハ遂 ニ現 レ ズ.即 チ 第2列

13號 ト同 一 ノ成 績 ヲ得 タ リ.(第2表c)

第2表　 c

以上 第1表 乃至第2表a, b, cヲ 通 覽 スル ニ,腹 腔 内 ニ血液 ヲ注 入スル トキ,喰 血 現象 ノ發

現 ハ時間的 ニ頗ル不定 ニ シテ,早 キハ注血後20分 ニ シテ出現 スル モ,遲 キハ注 入後48時 間ニ

至ル モ現 ルル コ トナ ク, 48時 間乃 至60時 間 ニ於 テ 發現 スル ヲ常 トス.是 レ或 ハ血液注 入操 作

ノ機 微ナル差違 ニ ヨル コ トナキ カ,今 若 シ注射 ノ法 ニ據 ラズ,腹 腔 内 ニ於 テ血 管 ヲ損 傷 シ大網
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ニ直接血液 ヲ附着 セ シムル トキハ ,操 作 ノ機 微ナル相違 ニ ヨル實驗成績 ノ誤 差 ヲ可及 的尠 ナカ

ラシムル ヲ得 ベケ ン.

即 チ開腹ヲ行 ヒ大網ヲ露出シ,其 ノ血管ヲ損傷出

血セシメ血液ヲ宏ク大網ニ附着セシメ,直 チニ腹腔

ヲ閉ヂ10分, 24時 間, 48時 間, 72時 間, 96時 間,

 120時 間, 1週 間 ノ順序 ニ於 テ喰血現象及 ビ鐵反應

ノ出現ヲ觀察セリ.

實 驗 第4列

第22號(〓)體 重1.4kg

損傷後10分:大 網表面ニ於 テ遊走性組織球及ビ

「フイプロブラステン」ノ少數ヲ認ム,喰 血現象竝ニ

鐵反應ヲ呈セズ.

第23號(♀)體 重1.1kg

損傷 後24時 間:ニ 於テモ所見第21號 ト同一 ニ

シテ,喰 血現象鐵反應共ニ陰性ナ リ.

第24號(〓)體 重1.2kg

損傷後48時 間:遊 走性組織球及ビ 「フイプロブ

ラステ ン」ハ其 ノ數ヲ増 シ,輕 度 ノ喰血現象ヲ見ル,

鐵 反應ハ未ダ現ルルニ至 ラズ.

第25號(〓)體 重1.25kg

損傷後72時 間:及 ビ

第26號(♀)體 重1.5kg

損傷後96時 間:ニ シテ檢スルニ,喰 血現象ハ著

シク其 ノ度 ヲ増加ス,鐵 反應依然 トシテ發現セズ,

然 ルニ遊走性組織及ビ「フイプロブラステン」ノ數ハ

益々増加 シ,赤 血球 ノ一部ハ崩壞セリ.

第27號(〓)體 重1.0kg

損傷 後120時 間:ニ 於テハ,組 織球中褐色 色素

顆粒 ヲ有 スルモノアルモ,鐵 反應ハ未ダ發現セズ.

第28號(〓)體 重1.2kg

損傷後1週 間:組 織球中ニ褐色 色素顆粒ヲ認メ,

多 量 ノ繊維素析出及 ビ多數 ノ「フイプロブラステ ン」

存在シ,組 織球ニハ鐵反應著明 ニシテ大顆粒状ニ出

現ス.(第3表a)

第3表　 a
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上 記 實驗成績 ニ ヨ リテ考 フル ニ,喰 血 印象 ハ實 驗第3列 ニ於 ケル ト大 差 ナク.實 驗操作 ニ關

係 スル コ ト殆 ドナキモ ノ ト考 フル ヲ得ベ シ.鐵 反應 ニ關 シテハ第3列1週 間 ノモノ ニ於 テ陰性

ヲ示 シ,本 列 ニ於テ陽性 ニ現 レタ レ ドモ,何 レモ組織球 中ニ褐 色色 素顆粒 ヲ認 メ鐵反 應 ヲ現 ス

ベ キ時 期ニ近 キ コ ト明 白ナ リ.

以 上實驗 セシ第1列 ヨリ第4列 ニ至 ル27頭 ノ家 兎ニ就キテ ノ成績 ハ,體 重0.6-1.7kgノ 若

キ動物 ヲ用 ヒテ5月 ヨ リ7月 ニ亙ル概 シテ温 暖ナル或 ハ暑 氣 ニ屬 スル氣候 ニ於テ檢 索 シタル モ

ノナ リ.季 節 ガ動物 ノ生 活機 轉 ニ與 フル影響 ハ蓋 シ大 ナル モノアルベ シ.從 ツテ余 ノ研 究 ニ於

テモ季節 ガ其 ノ成績 ニ如何ナル影響 ヲ及 ボスヤヲ知 ランタメ以下寒冷 ナル時期 ニ於 テ第1列 ヨ

リ第3列 ニ至ル ト同方法同一時 間ニテ實驗 セ リ.

實 驗 第5列

第29號(〓)體 重1.2kg

注 血後10分:ニ シテ檢 ス ル ニ,喰 血現 象 及 ビ鐵

反 應 共 ニ出 現 セ ズ.

第30號(〓)體 重1.0kg

注血後24時 間:及 ビ

第31號(〓)體 重1.25kg

注 血後48時 間:喰 血現象竝ニ鐵反應陰性ナ リ.

第32號(♀)體 重1.3kg

注 血後60時 間:乳 斑部 ニ多數ノ單核白血球 ノ游

出.遊 走性組織球 ノ増加及 ビ大網表面ニ中等量 ハ纎

維素ノ附着ア リテ,組 織球中ニ喰血現象 ヲ認ムレ ド

モ鐵反應ヲ見 ルコトヲ得ズ.

第33號(♀)體 重1.0kg

注血後66時 間:赤 血球ハ多 クハ崩壞 ニ瀕シ,組

織球中ニ少量ナレドモ褐色色素顆粒ヲ含有シ又赤血

球ヲモ認メ得 レドモ鐵反應ハ尚ホ陰性.大 網表面ニ

ハ少數 ノ多核白血球,遊 走組織球 ノ増加シ少許ノ繊

維素 ノ附着ア リ.本 標本 ニ於テハ喰血現象ハ頗ル著

明ニ現 レ,赤 血球ハ崩壞シテ大小不同ノ不規則ナル

顆粒 トナレリ.

第34號(〓)體 重1.4kg

注 血後72時 間:本 標本ニ於テハ組織球 ノ原形質

ニ褐色色素 ヲ認 メ難ク,貪 喰セラレタル赤血球ハ比

較的健常ナ リ.鐵 反應 ハ發現スルニ至ラズ.大 網表

面 ニ少許 ノ繊維素附着 シ,少 數ノ多核白血球游出ア

リ.

第35號(♀)體 重1.35kg

注血後84時 間:喰 血現象ヲ認 メ得ズ.鐵 反應ハ

依然陰性ナリ.大 網表面ニ少許 ノ繊維素 ノ附着アリ.

第36號(♀)體 重1.6kg

注 血後1週 間:ニ 於テモ喰血現象 及ビ鐵反應共

ニ陰性 ニシテ遊走性組織球 ノ増加ヲ見 ルノミ.(第3

表b)

實 驗 第6列

本列ハ實驗第5列 ニ於テ注血後1週 間ニ至ル モ鐵反應發現セザ リシヲ以テ尚ホ確定 センガタ

メ複試 セシモノナ リ.

第37號(♀)體 重1.15kg

注血後10分:喰 血現象及ビ鐵反應共ニ現 レズ.

唯 乳斑部ニ於テ淋巴細胞及ビ遊走性組織球著明ニ増

加スルノミ.
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第3表　 b

第38號(〓)體 重1.5kg

注 血後24時 間:乳 斑部ニ於テ遊走性組織球,多

核白血球 ノ増加,繊 維素ノ附着アリ,而 シテ組織球

ノ或モノハ1-2ノ 赤 血球 ヲ貪喰セルヲ見ルモ,鐵 反

應ハ未ダ出現スルニ至ラズ.

第39號(〓)體 重1.1kg

注血後48時 間:鏡 下所見第37號 ト差異ナク.喰

血現象陽性ナレドモ鐵反應 ノ發現 ナシ.

第40號(〓)體 重1.5kg

注 血後66時 間:大 網表面ニ少許 ノ繊維素 ノ附着

アリ.遊 走性組織球 ノ増加ヲ見,喰 血現象 ヲ認ムル

モ鐵反應現 レズ.

第41號(〓)體 重1.0kg

注 血後72時 間:本 標本ニ於テハ漿膜細胞腫大シ

剥離 シツツアルモノアリ.多 核白血球 ノ浸潤稍々著

明 ニシテ組織球中赤血球 ヲ攝 リタルモノヲ認メ得レ

ドモ,鐵 反應依然 トシテ現 レズ.

第42號(〓)體 重1.6kg

注 血後1週 間:此 期 ニ至ルモ喰血現象ハ陽性ナ

レドモ,鐵 反應 ノ出現ナシ.

第43號(〓 體重1.5kg

注血後1週 間復試追加:組 織球中ニ褐色 色素顆

粒 ヲ認ムルモ,鐵 反應依然 トシテ發現ナシ.

上記實驗第5列 及 ビ第6列 ヲ通覽 スルニ,温 暖ナル氣候 ニ於ケル成績 ニ比 シ,寒 冷ナル時期

ニ於テ實驗セシモノハ喰血現象及 ビ鐵反應ノ出現遲延 シ1週 間ヲ經過スルモ鐵反應ヲ現スコト

ナキヲ知ル.(第3表c)

本實驗ニ於テ,鐵 反應 ハ温暖ナル時期 ニ比 シ,其 ノ發現遲延スルヲ知 リタ リ.然 レドモ夏季

ノ如キ氣温高キ時 ハ,注 射器 ニ採 リタル血液ガ比較的早ク障碍 ヲ蒙 リ,赤 血球ハ注射後速ニ崩

壞 シ,從 ツテ鐵反應モ速 ニ出現スル コトナシ トセズ.反 之氣温ノ低キ時期 ニアリテハ,斯 カル

障碍ヲ蒙ル コト少 ク,赤 血球ハ健康 ナル ガ爲 メニ,其 ノ大部分 ガ淋巴道 ニヨツテ,再 ビ流血中

ニ歸還 シ,從 ツテ長 ク鐵反應ヲ出現 セザル コ トアルベシ(加藤氏論文參照).又 於保氏ハ室温ノ
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上昇 セル時又ハ動物 ヲ暖メル時ハ其ノ網状内皮細胞系統ノ異物攝取機能ノ亢進スル ヲ認 メタ リ

ト云 フ.

第3條　 c

於茲今冬季ニアリテ試驗動物ヲ高キ温度中ニ飼養

シ,之 ニ實驗 ヲ行ハバ如何ナル成績ヲ得ルヤヲ知ラ

ント欲シ,室 温 ヲ華氏85度 ニ保チ,試 驗家兎ヲ1日

飼養 シタルノ後同室内ニ於テ加温シタル注射器 ニテ

採血シ,直 チニ腹腔内ニ注入 シ, 1週 間 ノ後鐵反應

ヲ檢 シ タ リ.

第44號(〓)體 重1.5kg23/III

注 血 後1週 間:本 標 本 ニ於 テ モ,喰 血 現 象 陽 性

ナ レ ドモ鐵 反 應 陰 性 ナ リ.即 チ 室 温 ヲ高 メ タレ ドモ

格 段 ノ差 ヲ生 ズ ル コ トナ シ.

以上腹腔内ニ血液ヲ注入シタル際 ニ於 ケル喰血現象及 ビ鐵反應發現ニ關スル成績 ヲ一括ス レ

バ,

1)腹 腔内ニ血液ヲ注射 シ大網 ヲ檢スルニ稀 ニ10分 乃至20分 時 ノ間ニ
,多 クハ24時 間乃

至48時 間ノ間ニ於テ主 トシテ乳斑ノ組織球 ニ喰血現象 ヲ起 シ, 60乃 至72時 間 ニシテ頂點 ニ達

ス.

2)鐵 反 應 ハ注 血後滿5日 乃 至1週 間 ニシテ起 リ
,個 體 的相 違 ノ著明 ナル ヲ知 ル.

3)喰 血 印象及 ビ鐵反 應 ノ發現 ハ ,室 温 ニ影響 セラルル コ ト尠 ケ レ ドモ,夏 季 ニ於 テハ冬季

ニ於 ケル モノニ比 シ
,之 等反應 ノ發 現早 キヲ見 タ リ.

4)喰 血現象及 ビ鐵反應 ノ遲 速ハ,性 別 ニハ關 係ナ キガ如 シ.

第2節　 皮 下 注 射

Arnoldハ 海 〓ノ脊 部皮 下ニ於 テ實驗 ヲ行 ヒ
,第1日 ニ於 テ胞體 ノ平等 ニ鐵反 應 ヲ示 スモノ ヲ
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見 タ リ. 3乃 至4日 ニ於 テ喰 血現 象 盛 ニシテGlobulifere Zellenヲ 多 數 ニ散 見 ス. Siderofere

 Granulaハ3乃 至6日 ニ漸次増 加 シ骨髓細胞,淋 巴 細胞,假 性「エオ ジン」嗜 好細 胞及 ビ「エオ

ジン」嗜好細胞 中ニ現 ル ト云 フ.尚 ホ同氏 ハHamosiderinノ 細 胞 外形 成 ヲ否定 シ,細 胞外 ニ存

スルHamosiderinハsiderofere Zellenノ 崩 壞 セル タ メナ リ ト主張 セ リ.又Langhansハ 新

鮮 ナル凝血塊 ヲ家 兎ノ皮下 ニ挿 入 シ血液成 分ノ變 化 ヲ檢 シ, 3乃 至4日 ニ シテ喰 血現象 ヲ起 シ,

更 ニ2乃 至3日 ヲ經 テ褐色 々素 ノ出現 スル ヲ認 メタ リ.

以下5列 ニ亙 リ30頭 ノ家 兎 ニ就 キ テ,其 ノ心臟 ヨ

リ血 液5gヲ 採 リ,直 チ ニ之 ヲ該 動 物 皮 下 ニ注 射 シ,

 10分, 24時 間, 48時 間, 72時 間, 96時 間, 120時 間

ノ後 皮 下 組 織 ヲ取 リ, 80%「 ア ル コ ー ル」中 ニテ 固

定 シ,漸 強 「ア ル コー ル」ヲ經 テ,「 チ エ ロ イ ヂ ン」切

片 ヲ 作 製 シ,「 ヘ マ トキ シ リンー エ オ ジ ン」染 色 及 ビ

「ペ ル リン」青 反 應 ヲ行 ヒ,喰 血 現 象 及 ビ鐵 反 應 出 現

ヲ檢索セリ.

本節ニ於ケル實驗ニ於テモ腹腔内實驗 ト同ジク,

生理的 ニ家兎皮下組織ニ於テ鐵反應ヲ呈スルコトナ

キニアラザルヲ以テ,先 ヅ對照實驗 トシテ3頭 ノ家

兎 ノ皮下結締織 ニ就キテ鐵反應 ヲ檢セ リ.其 ノ結果

ハ總テ陰性ニ終 レリ.(第1表 參照)

實 驗 第1列

第1號(〓)體 重1.0kg

注 血後10分:組 織球 ノ原形質中ニ赤血球 ヲ明カ

ニ認 メ,既 ニ喰血現象ヲ起セルヲ觀ルト雖モ,未 ダ

鐵 反應ヲ呈セ ズ.多 核白血球 及 ビ大小單核白血球

(是 レ多クハ注射血液其 ノモノノ成分ナラン)ヲ見ル.

注 入赤血球 ノ多 クハ破壞 シツツアリ.又 膨化 シテ大

ナル滴状物 トナレルモノアリ.

第2號(♀)體 重1.2kg

注血後24時 間:繊 維素析出,多 數 ノ中性多核白

血球,淋 巴細胞及ビ組織球 ノ出現アリ.組 織球 ノ貪

喰作用著明ニシテ,其 ノ少數 ノモノニハ褐色色素顆

粒 ヲ認メ,鐵 反應陽性ニシテ,注 血竈内ニ於テハ少

數 ノ大單核細胞現ハル.

第3號(♀)體 重1.2kg

注 血後48時 間.組 織球 ノ増加著明ニシテ,喰 血

現象著シク,多 數 ノ細胞ニ大小ノ褐色色素顆粒 ヲ認

ム.鐵 反應ヲ行 フニ胞體稍々平等 ニ青染ス.

第4號(♀)體 重1.4kg

注血後72時 間:多 核白血球 ノ減少著 シク,大 單

核細胞著明ニ増加シ,喰 血現象モ頗 ル著明ニ現 レタ

ルモ,鐵 反應ハ認ムルコトヲ得ズ.

第5號(♀)體 重1.5kg

注血後96時 間:注 射セラレタル赤血球ハ,稍 々

腿色セルモ其 ノ形態ハ尚ホ能 ク認知スルコトヲ得.

白血球ハ大部分消失セリ.注 血竈 ノ周圍ヨリハ多數

ノ「フイプロブラステ ン」發芽状ニ増加 シ,内 部ニ深

ク侵入セリ.又 中等敷 ノ組織球モ 「フイプロブラス

テ ン」ト共ニ内部ニ侵入ス.其 ノ原形質内ニハ,多 ク

ハ,赤 血球或ハ其 ノ破壞物ヲ貪喰セ リ.貪 喰サレタ

ル赤血球ハ透明無色ニ近ク空泡状 ニ現ハル.注 血竈

ノ壁 ヲナス結締織ニ於テモ,「 フイプロブラステ ン」

ノ増殖,組 織球 ノ出現アリ.又 所々多數ノ多核白血

球 ノ集積セルヲ見ル,鐵 反應ハ注血竈 ノ周邊ニ近ク

現レ,深 部ニハ認メ得ズ.往 々稜形或ハ針状黄褐色

「ヘマ トイデイン」及ビ「ヘモグロビン」結晶ヲ見ル.

鐵 反應陽性 ノ組織球ハ,其 ノ原形質膨大 シ,内 ニ數

箇 ノ赤血球ヲ宿 セリ.但 シ該赤血球ハ強 ク褪色 シテ

無色透明ニ近 シ,コ ノ赤血球 ノ間ニ深青色 ノ稍々不

規則ナル形ヲ呈セル「ヘモジデ リン」顆粒 ヲ見ル.尚

ホ斯 カル組織球 ノ多數 ニ現ルル部 ニ於テ之ニ接スル
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結締織モ亦淡青色ヲ呈スルコトアリ.此 時期 ニ現ル

ル鐵反應ハ,或 者ニ於テハ平等ニ,或 者ハ滴状 ニ現

レ24時 間又ハ48時 間ニ現ルル鐵反應 トハ形態的ニ

相違ア リ.

第6號(〓)體 重1.3kg

注血後120時 間:「 フイプロブラステ ン」ハ 注血

竈 ノ稍々内部マデ侵入シ,赤 血球ハ益褪色 シ多數崩

壞 セリ.組 織球ハ比較的少數 ニシテ,其 ノ示ストコ

ロノ鐵反應ハ,前 例ニ比シ輕度ニシテ注血竈 ノ中心

部ニハ認メズ.(第4表a)

第4表　 a

由之觀是 ニ,皮 下 ニ血液 ヲ注射 スル トキハ組織球 ノ貪喰作用 ハ既 ニ早 ク10分 時 於 テ現 レ,時

ヲ經 ルニ從 ヒ漸 次著 明 トナ リ, 96時 間 ニ於 テ 最 モ高度 トナル .鐵 反 應 ハ注 血後24時 間 ニ シテ

發現 シ漸次著明 トナ リ, 96時 間 ニ シテ最 モ強 シ.然 ルニ 本表 ニ見ユル ガ如 ク48時 間 ニ シテ喰

血現象竝 ニ鐵反應 陽性 ヲ呈 セル ニ, 72時 間 ノモ ノニ於テ鐵反應 ノ出現 スル 事ナク,尚 ホ120時

間 ノモノニ於 ケル鐵反應 ノ, 96時 間 ニ シテ檢 セルモ ノニ比 シ微弱 ナル ガ如 キハ,家 兎 ノ個性 的

相 違 ニ ヨルモ ノナルベ シ.

實 驗 第2列

試驗動物 ノ老幼ニヨリ,喰血現象及 ビ鐵反應發現ニ幾分ノ逕庭ヲ示 サザルヤ,試 ニ體重2.5kg

ノ老家兎ヲ用 ヒテ比較 セリ.

第7號(〓)體 重2.5kg

注 血後10分:注 入赤血球ハ尚ホ能 ク其ノ形態ヲ

存 シ,少 數 ノ多核白血球出現ス.喰 血現象及ビ鐵反

應共ニ陰性ナリ.

第8號(〓)體 重2.5kg

注 血後24時 間:注 血竈ニ於テハ,赤 血球 ノ形態

ノ崩壞シツツアルモノアリ.多 核白血球及ビ單核白

血球 ノ増加スルヲ見 ルモ,喰 血現象竝ニ鐵反應陰性
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ナ リ.

第9號(〓)體 重2.5kg

注 血 後48時 間:注 血竈 周 圍 ヨ リ 「フイ プ ロ ブ ラ

ス テ ン」ノ侵 入 ア リ.赤 血球 ハ 殆 ド崩 壞 ニ 近 ク,竈 内

ニハ 多 核 及 ビ單 核 白 血球 ノ増 加,繊 維 素 ノ析 出 ア リ.

組 織 球 ハ 其 ノ胞 體 中 ニ, 1或 ハ2箇 ノ赤 血球 ヲ 攝 取

セ ル モ ノ,或 ハ褐 色色 素 顆 粒 ノ少 量 ヲ含 メル モ ノア

リ.鐵 反應 ハ頗 ル 微 弱 ニ シテ 辛 フ ジテ 檢 出 スル ヲ得

ル程 度 ノモ ノナ リ.

第10(♀)體 重2.5kg

注 血 後72時 間:注 血 竈 内 ニ於 テ ハ,「 フイ プ ロブ

ラ ス テ ン」ハ 深 ク竃 内 ニ侵 入 シ,組 織 球 ハ増 殖 ス.其

ノ原 形 質 ハ 膨 大 シ,中 ニ褐 色 色 素 顆 粒 ヲ見 ル.而 シ

テ 鐵 反 應 ハ 鏡 下 ニ 汎 ク之 ヲ覗 フ ヲ得 べ シ ト雖 モ,頗

ル 淡 ク 恰 モ 陰 翳 ノ如 ク見 ラ ル ル トコ ロア リ.

第11號(♀)體 重2.5kg

注 血 後96時 間:注 血 竈 内 「フ イ プ ロ ブ ラ ス テ ン」

ノ侵 入 益 々深 ク,其 ノ 數 ヲ モ 増 シ,赤 血 球 ハ崩 壞

シ,多 核 白 血 球 及 ビ組 織 球 ノ増 殖 著 明 ニシ テ,其 ノ

喰 血現 象 モ著 シク,其 ノ胞 體 中 ニ褐色 色 素 顆 粒 ヲ含

メル モ ノヲ多 數 ニ見 ル.鐵 反應 ハ強 度 ニ シ テ 濃 ク平

等 ニ現 レ,時 ニ大 顆 粒 状 ニ見 ユ ル 部 ア リ.尚 ホ「フ イ

プ ロブ ラ ステ ン」ニ モ 比 較 的強 度 ニ鐵 反應 ヲ 呈 セ ル

トコ ロ ア リ.

第12號(〓)體 重2.5kg

注血後120時 間:多 核及 ビ單核白血球ノ浸潤強

ク「フイプロブラステン」ハ注血竈 ノ周圍ニ集積シ,

竈 内深部ヘハ到達セス.組 織球 ノ原形質ハ膨大シ,

中 ニ褐色色素顆粒 ヲ含 ミ,鐵 反應ハ平等ニ深藍色 ヲ

呈 シ其 ノ或者ハ滴状 トナリテ現ル.「 第4表b)

第4表　 b

即 チ本列 ノ如キ比較的老期ニ於ケル家兎ニアリテハ,喰 血現象及 ビ鐵反應 ノ發現第1列 ニ比

シ稍々遲ルルノ觀 アリ.

然 ラバ甚ダ幼 若ナル家兎ニ於 ケル喰血現象及 ビ鐵反應如何.以 下2列 ニ於 テ實驗 セリ.
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實 驗 第3列

第13號(♀)體 重0.4kg

注 血 後10分:遊 走 性 組 織 球 ハ 殆 ド認 ム ル コ トヲ

得 ズ.注 入 赤 血球 ハ崩 壞 ニ瀕 シ,其 ノ形 不正 ナ ル モ

ノ多 數 ア リテ,多 數 ノ血 小 板 出 現 ス.少 數 ノ單 核 及

ビ多 核 白 血 球,「 フイ プ ロ ブ ラ ステ ン」ヲ見 ルモ,喰

血 現 象 竝 ニ鐵 反應 ヲ呈 セ ズ.

第14號(♀)體 重0.4kg

注 血後24時 間:注 血竈ニ於ケル遊走性組織球 ハ

稍々増加 シ,少 數ノ「フイプロブラステン」多數ノ多

核白血球等出現スレドモ,喰 血現象及ビ鐵反應ハ未

ダ現出スルニ至ラズ.

第15號(♀)體 重0.4kg

注 血 後48時 間:注 血 竈 ニ 於 ケ ル 赤 血球 ハ崩 壞

シ,互 ニ融 合 シテ大 ナ ル 滴 状 棍棒 状 物 ヲ形 成 ス ル モ

ノア リ.「 フイ プ ロブ ラス テ ン」,遊 走 性 組 織 球,多

核 白 血球 ノ増 殖 強 ク,時 ニ「フ イプ ロ ブ ラ ステ ン」ノ

原 形 質 ノ非常 ニ強 ク「エ オ ジ ン」ニ染 色 セ ラル ル モ ノ

ア リ.是 レ恐 ラ ク「ヘモ グ ロ ビ ン」ヲ吸 收 セ シモ ノナ

ル べ シ.赤 血 球 ノ組 織 球 ニ採 ラ レ タル モ ノ無 ク,鐵

反 應 モ亦 陰 性 ナ リ.

第16號(♀)體 重0.4kg

注 血 後72時 間:本 標 本 ニ於 テ ハ,注 入 赤 血球 ハ

尚 ホ原 形 ヲ保 チ,「 フ イプ ロ ブ ラス テ ン」及 ビ遊 走 組

織 球 著 シ ク増 殖 シ,組 織 球 ノ 胞 體 中 ニ1-2ノ 赤 血

球 ノ攝 ラ レ タル ヲ見 ル モ,鐵 反 應 ヲ現 ス ニ至 ラズ,

第17號(♀)體 重0.3kg

注 血後96時 間:赤 血球ハ悉 ク崩 壞シ,第15號

ノ如 ク融合セルモノア リ.遊 走性組織球,單 核白血

球,多 核白血球等多數 ヲ見,組 織球 ノ喰血現象著明

ニシテ胞體中ニハ色素顆粒ヲ含メルヲ認メ,鐵 反應

著明ニ滴状ニ現ル.

第18號(♀)體 重0.3kg

然 ルニ120時 間 ヲ經ルニ於テハ,遊 走性組織球,多

核及 ビ單核白血球 ノ出現少ナク,「フイプロブラステ

ン」竝ニ纎維素析出ノミ著明ナ リ.喰血現象ハ之 ヲ認

ムルモ鐵反應ハ陰性ナ リ.(第4表c)

第4表　 c
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本 實驗成績 ハ出血竈 ニ於 ケル鐵 色素形成 ハ年齡 ニハ關孫 ナ キガ如 シ トナ ス從來 ノ説(M. B.

 Schmidt, Oberndorfer)ニ 反 セル モノニ シテ注 目 スベキ事實 ナ リ.依 テ更 ニ同實 驗 ヲ反 覆 セ リ.

實 驗 第4列

第19號(〓)體 重0.25kg

注 血後10分:注 血竈内ニ少數 ノ「フイブロブラ

ステ ソ.,中 等 ノ單核及ビ多核白血球ヲ認ムルモ,喰

血現象或ハ鐵反應ヲ呈セズ.

第20號(〓)體 重0.25kg

注 血後24時 間:注 血竈内ニ多數ノ多核白血球及

ビ繊維素析出ヲ見 ル.喰 血現象 及 ビ鐵反應現 ハレ

ズ.

第21號(〓)體 重0.3kg

注血後48時 間:注 血竈内特ニ其 ノ周圍ニハ,多

數 ノ遊走性組織球,「 フイブロブラステン」多核白血

球等ヲ見ル.纎 維素 ノ析出著明ニシテ,組 織球 ノ胞

體中ニハ1-2ノ 赤 血球ヲ宿セルヲ見ルモ,鐵反應依

然 トシテ陰性ナリ.

第22號(♀)體 重0.3kg

注 血後72時 間:多 數 ノ遊走性組織球及ビ多核白

血球ヲ認メ,喰 血現象ハ前列 ニ比シ幾分増進ヲ示セ

ドモ未ダ鐵反應ヲ呈スルニ至ラズ.

第23號(♀)體 重0.3kg

注血後96時 間:遊 走性 組織球 ノ増殖 著明 ニ シ

テ,多 數 ノ「フイブロブラステ ン」ハ注血竈ニ侵入シ

ツツアルモノ可成多數ニシテ,纎 維素ノ析出著明ナ

リ.組 織球 ノ爲 メニ貪喰セラレタル赤血球ハ僅 ニ其

ノ原形ヲ觀察シ得 ルモノアレドモ,又 褐色顆粒 トナ

レルモノモア リ.鐵 反應著明 ニ現 レ遊走性組織球 ノ

胞體ハ平等ニ淡青色ヲ呈シ,内 ニ極 メテ少數 ノ濃染

セル青色顆粒ヲ認ム.

第24號(〓)體 重0.3kg

注血後120時 間:注 血竃及 ビ其ノ周圍ニ「フイブ

ロブラステ ン」ノ集積多ク,纎 維素析出多量 ニシテ

多數ノ組織球中ニ貪喰セラレタル赤血球ハ其 ノ形ヲ

失 ヒ褐色色素顆粒 トナリテ存ス.鐵 反應ハ著明ニシ

テ大顆粒状 トナ リテ現ル.(第5表a)

第5表　 a
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以上ノ如ク甚 グ幼若ナル家兎ニ在 リテハ,注 血竈ニ於 ケル組織球ノ増殖著明ナラズ.從 ヒテ

其 ノ喰血現象 及ビ鐵應反ノ出現比較的成長セル家 兎及 ビ老家兎ニ比 シテ著 シク弱 ク且遲延 スル

ヲ知 ル.即 チ喰 血現象 及 ビ鐵反 應ハ,成 熟家 兎ニ最 モ強 ク,老 家 兎之 ニ亞 ギ,幼 若 ナル モノ最

モ弱 ク且 遲 ク現 ルル ヲ知 ル.

以 上ノ實驗 ニ ヨ リ,喰 血現象 及 ビ鐡反應 ハ,成 熟 シタル家 兎ニ於テ最 モ早 ク且強 ク現 ルル ヲ

知 レリ.依 ツテ以後 ノ實驗 ハ成 熟 シタル(體 重1.2乃 至15kg)家 兎 ヲ用 フル コ トトセ リ.

實 驗 第5列

第25號(〓)體 重1.3kg

注血後10分:淋 巴細胞及 ビ多核白血球,「フイブ

ロブラステ ン」等 ノ出現及ビ繊維素ノ析出ヲ見ルモ,

組織球 ノ遊出少數ニシテ喰血現象ヲ見ズ.注 入竃ニ

於ケル赤血球ハ,概 ネ原形 ヲ殘セ ドモ其 ノ少數ハ崩

壞セリ.鐵 反應ハ陰性ナ リ.

第26號(〓)體 重1.3kg

注血後24時 間:注 入赤血球ハ概ネ原形ヲ保チ,

注血竈及ビ其 ル周圍ニ於テ「フイブロブラステ ン」及

ビ繊維素 ノ析出,多 核白血球,組 織球 ノ増加等ヲ見

ル.組 織球ハ赤血球 ノ1-2ヲ 攝取セルモノアリ.鐵

反應ハ陰性.

第27號(〓)體 重1.3kg

注血後48時 間:注 血竈内ニ多核白血球,「フイブ

ロブラステ ン」,遊走性組織球 ノ侵入多 ク,纎 維素 ノ

析出モ亦多量ナリ.組 織球 ノ中ニハ赤血球 ヲ攝取セ

ルモノア リ.又 既ニ色素顆粒 トシテ見 ラルルコトア

リ.鐵 反應ヲ施スニ原形質ハ淡ク平等ニ現ル

第28號(〓)體 重1.35kg

注血後72時 間:注 入赤血球ハ崩壞ニ瀕 シ,小 淋

巴細胞,多 核白血球 ノ浸潤著シク,遊 走性組織球亦

多數ニシテ,其 ノ少數 ノモノニア リテハ核 ノ崩壞 シ

消失 セルモ ノアリ.胞 體中ニ攝取セラレタル赤血球

ハ原形ヲ保持セルモノア リ,又 顆粒 トナ リテ存スル

モノモア リ.鐵 反應陰性ナリ.

第29號(〓)體1.35kg

注 血後96時 間:此 標本 ニ於テハ,「フイブロブラ

ステ ン」,纎維素,遊 走組織球等ハ前例ニ於ケルト大

同小異ナレドモ,喰 血現象著明ニシテ,鐵 反應 モ亦

極 メテ強シ.組 織球ニ見 ラルル反應ハ,或 ハ顆粒状

ニ或ハ汎發性ニシテ,結 締織纎維 ニ於テモ汎發性ニ

該反應 ヲ呈セルハ他 ノ實驗例ニ見ザルトコロナ リ.

第30號(〓)體 重1.35kg

注 血後120時 間:喰 血現象ハ29號 ノモノニ比 シ

著明ナラズト雖モ,細 胞中褐色色素顆粒多 ク,貪 喰

サレタル赤血球 ノ消化 ノ度 ノ進行セルヲ知ル.鐵 反

應ハ組織球 ノ他,結 締織纎維及 ビ 「フイブロブラス

テン」ニ於テ汎發性ニ現ル ト雖モ, 96時 間 ノモノニ

比シ聊カ其ノ度 ヲ減ズ.(第5表b)

以 上 第1列 ヨ リ第5列 ニ亙ル血液 皮下注射 ノ場 合ニ於 ケル成績 ヲ一括 ス レバ

1)皮 下 ニ注射 セラ レタル血液 ハ,注 射後10分 ニ シテ既 ニ 組織 球ノタ メニ 貪喰 セ ラレタル

ヲ見ル コ トア リト雖 モ,通 常喰血現象 ノ初發 スルハ注射 後24時 間ニ シテ該現象 ハ注射後72時

間前後 ニ ア リテ最 モ著 明 ナル ガ如 シ.

2)鐵 反 應 ハ早 キハ注射後24時 間 ニ シテ現 ルル コ トアル モ,最 モ著明 ニ認 メ ラルル ハ96時

間乃 至120時 間 ノ間 ニア リ.
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第5表　 b

3)喰 血現象及ビ鐵反應ハ,家 兎ノ老幼ニ依テ其ノ出現ニ遲速 アリ.壮 年期 ニアルモノ最モ

早ク老動物之ニ過ギ,幼 若ナルモノ最 モ遲 シ.

4)喰 血現象及 ビ鐵反應ハ性 ニ關シテハ特記スベキ關係ナキガ如 シ.

第3節　 筋 肉 内 注 射

腹腔及 ビ皮 下 ト共 ニ,筋 肉内 モ亦屡 々出血 ノ發來 スル 部ニ シテ,殊 ニ外傷性 ノモノハ,吾 人

ノ 日常頻繁 ニ遭遇 スル トコロナ リ.從 ツテ其 ノ出血竈 ニ於 ケル血液 ハ運命 ヲ檢索 スル モ亦徒爾

ナラザル ベ シ.

先 ヅ健康ナル體重1.45kg(〓)及 ビ1.15kg(〓)ノ

2頭 ノ家兎 ノ臀筋 ノ一部ヲ切除 シ,第1節 及 ビ第2

節 ト同一ニ處置シ,喰 血現象及ビ鐵反應 ノ對照 トシ

タリ.

對照ニ於テハ喰血現象竝 ニ鐵反應ヲ現サズ.(第1

表 參照)

以下3列 ニ亙 リ心臟穿刺ニヨリテ血液5gヲ 採 リ,

直 チ ニ 之 ヲ該 動 物 ノ 臀 筋 内 ニ注 射 シ, 10分, 24時

間, 48時 間, 72時 間, 96時 間, 120時 間, 1週 間 ノ

後 注 射 部 ノ 筋 内 ヲ取 リ, 80%「 ア ル コ ー ル」 ヲ以 テ

固 定 シ漸 強「ア ル コ ー ル」ヲ經 テ「チ エ ロ イヂ」ン切 片

ヲ作 製 シ,「 ヘ マ トキ シ リ ン-エ オ ジ ン」染 色 及 ビ

「ベル リ ン」青 反 應 ヲ行 ヒ,喰 血 現象 及 ビ鐵 反應 ノ出

現 ヲ檢 シ タ リ.

實 驗 第1列

第1號(♀)體 重1.45kg

注血後10分:少 數 ノ遊走性組織球及 ビ注血竈周

圍ニ於ケル「フイブ ロブラステン」ノ出現アリ,喰 血

規象ナク,鐵 反應 ヲ現サズ

第2號(♀)體 重1.45kg

注血後24時 間:注 血竈周圍ニ纎維素 ノ析出多 ク

「フイブ ロブラステ ン」ハ竈内ニ向ヒテ列ヲナシテ侵

入 シツツアリ.且 多數 ノ多核白血球 ノ浸潤ヲ見ル.

喰 血現象及ビ鐡反應ナシ.

第3號(〓)體 重1.55kg
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注血後48時 間:注 血竈内ニ纎維素ノ析出多量ニ

シテ,且 注血竈周圍ヨリシテ「フイブロブラステン」

及ビ組織球 ノ侵入強ク,赤 血球 ノ大部分ハ崩壞シ只

一小部分ノミBlutschattenト シテ殘留ス.組 織球中

ニハ赤血球ヲ認メ得ザルモ褐色々素顆粒 ノ存スルヲ

見ル.鐡 反應ハ頗ル濃ク小圓形顆粒状ニ現ル.

第4號(〓)體 重1.55kg

注血後72時 間:注 血竈内ニ於 ケル所見第3號 ト

大同小異ナ リト雖モ,組 織球ニ攝取サ レタル赤血球

ハ尚ホ其 ノ形 ヲ保テルモノア リ.又 褐色色素顆粒 ト

シテ存在スルモアリ.鐵 反應ハ淡ク汎發性ニ現ルモ

ノ多シ.

第5號(〓)體 重1.5kg

注血後96時 間:多 量 ノ血液 ノ到達セシ部ノ筋繊

維ハ細繊維性崩壞ヲ營 ミ.或 者ハ全ク消失 シ,其 ノ

部ニ「フイブロブラステン」ノ増殖及ビ組織球 ノ游出

アリテ,之 等 ノ細胞 ニ鐵反應ヲ呈ス.鐵 反應ハ滴状

ニ濃厚 ニ現出スルモ,筋 細胞中 ニハ 此反應 ヲ認 メ

ズ.

第6號(♀)體 重1.5kg

注 血後120時 間:遊 走性組織球,「 フイブロブラ

ステ ン」ノ多數ノ増殖アリテ,之 等 ノ細胞 ニ鐵反應ヲ

呈ス.

第7號(〓)體 重1.45kg

注 血後1週 閭:注 血竈内或ハ其 ノ周圍ニ簇ル組

織球及ビ「フイブロブラステ ン」中ニ褐色色素顆粒 ヲ

宿 シ,其 ノ現セル鐵反應ハ第6號 ト像ヲ同フスレド

モ其ノ度少シク微 弱 ナ リ.主 トシテ 内外 筋 鞘 ノ

Gefassbindegewebsapparatニ 反應 ヲ起シ,此 部ニ於

テ喰血現象 竝ニ鐵反應出現ス.即 チ筋組織ハ直接兩

現象 ニ參與スルコトナ シ.(第6表a)

第6表

要之筋肉内注射ニ於テハ喰血現象 ハ48時間ニシテ發現 シ72時 間ニ至 リテ甚ダ著明 トナ リ,鐡

反應 モ殆 ド之 ト平行 シ, 48時 間ニ シテ發現 シ120時 ニ至 リテ最 モ強度ナ リ.
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實 驗 第2列

第8號(〓)體 重1.8kg

注血後10分:注 血竈周圍ニ少數 ノ 「フイブロブ

ラステン」及ビ遊走性組織球 ヲ見ルモ,喰 血現象竝ニ

鐵反應 ヲ呈 セズ.

第9號(♀)體 重1.3kg

注血 後24時 間;少 數ノ「フイブロブラステン」ノ

注血竈内ニ侵入シツツアルヲ見.竈 周圍ニ繊維素ノ

析出,游 走性組織球 ノ増殖等アレドモ,喰 血現象及

ビ鐵反應ヲ呈セズ.

第10號(〓)體 重1.3kg

注血後48時 間:鏡 下ノ所見第9號 ト大差 ナク,

喰 血現象及ビ鐵反應共ニ陰性ナリ.

第11號(〓)體 重1.8kg

注血後72時 間:注 血竈周圍ニ 「フイブロブラス

テン」群集 シ,纎 維素 ノ析出又 多量ナ リ.赤 血球ハ

殆 ド崩壞ニ瀕シ組織球中 ニハ褐 色色素顆粒 ヲ含 メ

リ.鐵 反應著明ニシテ,注 血竈周圍及ビ竈内ニ大顆

粒状ニ現レ,尚 ホ注血竈周圍ニ在 リテハ,「フイブロ

ブラステン」ニ淡 ク汎發性ニ此反應ヲ見ル.

第12號(〓)體 重1.3kg

注血後96時 間:注 血竈内及 ビ其 ノ周圍ニハ多數

ノ組織球,「 フイブロブラステ ン」及ビ多量 ノ纎維素

ノ析出ア リ.赤 血球ハ悉ク崩壞シ,組 織球胞體内ニ

褐色色素顆粒ヲ多數 ニ發見 ス.鐵 反應ハ強ク,或 ハ

平等 ニ或ハ滴状ニ現 レタリ.

第13號(〓)體 重1.8kg

注 血後120時 間:所 見第12號 ニ略ボ一致 シ,組

織球,「 フイブロブラステン」ハ多數ニ増殖セ リ.夫

等胞體内ニ褐色色素顆粒ヲ多數ニ含有ス.鐵 反應ハ

筋纎維間ニ列 ヲナシテdiffusニ,或 ハ大小顆粒状ニ

現ルレドモ,筋 纎維自身ニハコノ反應ヲ現サズ.

第14號(♀)體 重1.5kg

注 血後1週 間:赤 血球 ハ盡 ク崩壞シ,組 織球,

「フイブロブラステ ン」ノ著明ナル増殖,胞 體中ノ色

素顆粒,鐵 反應等第13號 ト異ルト コロナシ.(第6

表b)

第6表　 b
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之ニヨリテ觀ルニ,第1列 ノ成績 ト大 ナル差異ナク,喰 血現象ハ48時 間ニシテ 陽性ナルモ,

 72時 間ニ至 レバ注入 赤血球ハ既ニ崩壞 シ其ノ影 ヲ留 メズ.鐵 反應又120時 間ニ至 リテ,最モ強

シ.

實 驗 第3列

第15號(〓)體 重1.45kg

注血後10分:注 血竈ニ於ケル赤血球 ハ,概 ネ原

形ヲ保テ ドモ又崩壞セルモノアリ.少數ノ「フイブロ

ブラステン」及ビ少量ノ繊維素 ノ析出ヲ認ム.喰 血現

象及ビ鐵反應ヲ現サズ.

第16號(♀)體 重1.45kg

注血後24時 間:注 血竈内ニ於 ケル赤血球ハ崩壞

ニ瀕シ,中 等量ノ繊維素 ノ析出ヲ見ル.竈 周圍ニ於

テハ「フイブロブラステン」及ビ多核白血球ノ増加ヲ

見ル.喰 血現象及ビ鐵反應ハ陰性ナリ.

第17號(〓)體 重1.55kg

注血後48時 間:注 血竈内 ノ赤血球 ハ悉 ク崩壞

シ.繊 維素 ノ析出強ク,竈 周圍ヨ リ「フイブロブラ

ステン」ハ列ヲナシテ侵入セ リ.遊走性組織球ノ増殖

アリテ其ノ胞體中ニ赤血球 ヲ攝取 スルモノア リ,又

褐色色素顆粒ヲ宿セルモノア リ.鐵 反應陽性ニシテ

竈内ニアリテハ少數 ノ大單核細胞 ニ該反應ヲ見ル.

第18號(〓)體 重1.55kg

注血後72時 間:注 血竈内ニ於ケル纎維素 ノ析出

多ク,「 フイブ ロブラステン」及 ビ遊走性組織球 ノ増

殖多 シ.組 織球 ノアルモ ノハ赤血球 ヲ攝取 シ又褐色

色素顆粒ヲ宿セルモノアリ.鐵 反應淡ク汎發性ニ現

ル.

第19號(〓)體 重1.4kg

注 血後96時 間:所 見第18號 ト差 ナ ク,鐵 反應

ハ筋纎維間ニ小顆粒状ニ現ル.

第20號(♀)體 重1,4kg

注血後120時 間:注 血竈周圍及ビ竈内ニハ,「 フ

イブロブラステ ン」及ビ遊走性組織球 ノ増殖強ク,繊

維素 ノ析出又多量ナリ.組 織球中ニハ赤血球ノ影ヲ

認ムルコトヲ得ズ.褐 色色素顆粒 ノ多量 ヲ見ル.鐵

反應ハ濃ク筋繊維間ニ顯 レ,「 フイブロブラステ ン」

ニ於テモ亦コノ反應ヲ現セルモノア リ.

第21號(〓)體 重1.45kg

注 血後1週 間:注 血竈内及 ビ其 ノ周圍ニハ,「 フ

イブロブラステン」ノ群集ア リ.纎 維素 ノ析出強 シ

組織球 ノ胞體中ニハ褐色色素顆粒ヲ宿セルヲ見ル.

鐵 反應ハ淡ク第20號 ニ比シテ弱 シ.(第6表c)

第6表　 c
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本列ニ於テモ喰 血現象及 ビ鐵反應ハ,注 血後48時 間ニシテ現 レ, 120時 間ニシテ最モ著明ナ

リ.「フイブロブラステン」ハ,既 ニ注血後10分 ニシテ現出 シ注血竈壁ニ集 リ漸次注血竈 ノ機

質化ヲ營ム.

第2節 皮下注射 ノ場合ニ於テ,試 驗動物 ノ老幼ニヨリテ喰血現象及 ビ鐵反應 ノ發現ニ遲速ア

ルヲ觀察 シタル ヲ以テ本節ニテモ以下幼若ナル家兎ヲ用 ヒテ兩現象 ノ發現ニ差異アルヤ否 ヤヲ

檢索 セリ.

實 驗 第4列

第22號(〓)體 重0.65kg

注血後10分:注 血竈内ニハ,少 數ノ單核及 ビ多

核白血球竝ニ「フイブロブラステ ン」ノ侵入ア リ.赤

血球ハ概ネ原形ヲ保テ ドモ,或 部ニ於テハ崩壞ニ瀕

シ,又 赤血球 ノ互ニ融合シ大滴状物ヲ形成 ス.纎 維

素析出ヲ見ル.喰 血現象及 ビ鐵反應陰性ナ リ.

第23號(〓)體 重0.8kg

注血後24時 間:注 血竈ニ於テハ,赤 血球ハ多數

崩壞シ,少 數 ノ遊走性 組織球,「 フイブ ロブラステ

ン」,單核及ビ多核白血球ヲ見ル.少 量 ノ纎維素析出

アリ.竈 外ヨリ多數 ノ「フイブロブラステン」及ビ單

核竝 ニ多核白血球 ノ侵入セントスルノ像 ヲ見ル.喰

血現象及 ビ鐵反應陰性ナ リ.

第24號(〓)體 重0.5kg

注 血後48時 間:赤 血球ハ概ネ原形ヲ保テ ドモ,

或部 ニ於テハ崩壞セ リ.注 血竈周圍 ニハ 「フイブロ

ブラステ ン」ノ集積 アリ.組織球中ニハ1乃 至數箇 ノ

赤血球 ヲ貪喰ス.貪 喰 サレタル赤血球ハ尚 ホ原形ヲ

保テリ.鐵 反應ハ未ダ出現セズ.

第25號(〓)體 重0.8kg

注 血後72時 間:注 血竈内赤血球ハ崩壞融合 シ,

纎維素及ビ「フイブ ロブラステン」,遊 走性組織球,

單核白血球 ノ出現著明ナリ.組 織球ニ貪喰サレタル

赤血球ハ,原 形ヲ存スルモノアレドモ多クハ崩壞 シ,

褐色色素顆粒 トシテ存スルモノモア リ.鐵 反應強 ク

出現ス.

第26號(〓)體 重0.7kg

注血後96時 間:注 血竈内赤血球 ハ,原 形ヲ保テ

ルモノア レドモ殆 ド総テ崩壞 ン,「フイブロブラステ

ン」,遊走性組織球 ノ増殖強 ク,遊 走性組織球中ニハ

褐色色素顆粒ヲ含ム.鐵 反應陽性ナ レドモ,第25號

ニ比 シ弱シ.

第27號(〓)體 重0.7kg

注 血後1週 間:注 血竈内及 ビ周圍 ニハ 遊走性組
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織球,「 フイブロブラステン」ノ増殖強 ク纎維素析出

多量ナ リ.赤 血球崩壞融合ス.多 數 ノ遊走性組織球

ハ赤血球ヲ貪喰 シ其ノ多 クハ褐色色素顆粒ヲ充滿セ

リ.鐵 反應強陽性ニシテ大顆粒状乃至滴状ニ現ル.

第28號(〓)體 重0.5kg

注 血後10日:遊 走性組織球,「フイブロブラステ

ン」ノ増殖及ビ纎維素析出著明ニシテ,遊 走性組織球

中ニ褐色色素顆粒ヲ充セリ.鐵 反應陽性ナレ ドモ1

週間 ノモノニ比 シ稍々劣レルヲ見ル,(第6表d)

第6表　 d

血液筋肉内注射ニ際 シテモ亦幼若ナル家兎ニ在 リテハ成熟セル家兎ニ於ケル ヨリハ鐵反應 ノ

出現遲キヲ知ル.

以上第1列 ヨリ第4列 ニ亙ル血液筋肉内注射ニ於ケル成績 ヲ一括ス レバ,

1)喰 血現象及 ビ鐵反應ハ48時 間乃至72時 間 ニ於テ認 メラレ, 120時 間乃至1週 間ヲ經過

スル トキハ甚ダ著明 トナル.

2) M. B. Schmidtハ 横紋筋繊維中ニモ鐵色素 ノ出現 スルヲ認メタ リト言フモ
,余 ノ實驗

ニ於テハ,鐵 反應ハ主 トシテ内外筋鞘 ノ結締織中ニ現 レ,筋 纎維ニ鐵反應ノ現 レシコ トナシ.

筋組織ニ於テ稍々特異 トナスベキハ,此 部 ノ造結締織細胞ノ鐵反應 ヲ現 スコ ト比較的著 シキコ

トナ リ.

3)鐵 反應ハ幼若ナル家兎ニ於テハ,成 熟 セルモノニ比 シ其 ノ發現遲延 ス.

4)喰 血現象及 ビ鐵反應ハ性別的ニ特記スベキ關係ナキガ如 シ.

207



1704 前 田 圭 三

第4節　 大 腦 内 注 射

次ニ實驗的ニ家兎腦實質内ニ血液 ヲ注射 シ,喰 血現象及 ビ鐵反應 ヲ呈スルニ至ル道程 ヲ時間

的ニ定 メン ト試 ミタ リ.

Druckハ 腦脊髓内出血 ノ剖見例及 ビ實驗的ニ起 サシメタル腦脊髓内出血 ニ就 キ詳細ナル組織

學的檢索 ヲ遂 ゲ,人 體出血竈ノ組織學的所見及 ビ所 見ノ時間的變遷 ノ動物實驗 ニ於ケル成績 ト

相 一致 スルヲ認 メ,實 驗成績表ニヨリテ人體出血竈 ノ經過時間 ノ推定ニ資 セント試 ミタ リ.同

氏 ハ家兎及 ビ海〓 ヲ用 ヒ「クロロフオルム」麻醉ノ下ニTrepanationヲ 行 ヒ小刀 ヲ以テ 腦又ハ

脊髓實質ヲ傷付ケテ出血セシメタ リ.

其ノ實驗成績 ヲ総括スレバ, 2日 目ヨリ赤血球ハ膨化ヲ起 シ「ヘモグロビン」色素ノ減少ヲ來

ス. 3日 目ニ初 メテ喰血現象 ヲ認 ム. 5日 目ヨリ漸次赤血球 ノ萎縮現象進展 ス. 6日 目ヨリHa

mosiderinヲ 證明 シ得ルガ顆粒状ヲナスハ12日 以後 ニシテ, 18日 目 ニ於 テ初 メテ遊離 セル

Hamosiderin顆 粒ヲ認 メタ リ. 45日 以後ハ色素顆粒ハ主 トシテ遊離 シテ組織中ニ存 シ,大 ナ

ル色素塊又時 トシテハ結晶 ヲ形成 スルニ至ル ト云フ.

余ハ實驗方法 トシテ家兎ヲ固定 シ,其 ノ頭部正中

腺ニテ軟部 ヲ切開 シ,右 側顱頂骨ヲ錐 ヲ以テ穿孔 シ,

一 方心臟 ヨリ採 リタル 血液0.2gヲ 注射器ヲ以テ該

穿孔部ヲ通ジテ腦實質内ニ注射 シ,一 定時ヲ經テ空

氣栓塞ニヨリ殺 シ,大 腦 ヲ取 リ「アルコール」ヲ以テ

固定シ喰血現象及ビ鐵反應 ノ檢索 ヲ行ヘリ.

上表 ノ如ク對照腦ニ於テハ,喰 血現象及 ビ鐵反應ヲ現 サズ,(第1表 參照)

實 驗 第1列

第1號(♀)體 重1.15kg

注 血後10分:注 血竈内 ノ赤血球ハ原形 ヲ保 チ,

只少量ノ繊維素ヲ析出スルノミニシテ,喰 血現象及

ビ鐵反應 ヲ呈セズ.

第2號(♀)1,7kg

注 血後24時 間:注 血竈周圍 ニ少數 ノ「グ リヤ」細

胞,多 核白血球及ビ少量 ノ繊維素ヲ見ル.赤 血球 ノ

貪喰セラレタルモノナク,鐵 反應モ亦出現セズ.

第3號(〓)體 重1.4kg

注 血後48時 間:注 血竈周圍 ノ「グ リヤ」細胞及ビ

多核白血球ノ輕度 ノ増殖アレドモ,喰 血現象竝 ニ鐵

反應ハ現レズ.

第4號(〓)體 重1.65kg

注 血後72時 間:注 血竈内外ニ少數 ノ多核白血球

及ビ「グ リヤ」細胞 ノ輕度 ノ増殖アルモ,鐵 反應,喰

血現象共ニ陰性ナリ.

第5號(〓)體 重1.25kg

注 血後96時 間:注 血竈 ノ周圍 ニハ多數 ノ 「グリ

ヤ」細胞群集 シ,其 ノアルモノハ核分裂 ヲ示 シ,竈 壁

及 ビ竈内ニハ中等數 ノMakrophagenア リテ赤血球

ヲトレルヲ見ルモ,鐵 反應ハ尚ホ出現セズ.

第6號(〓)體 重1.5kg

注 血後120時 間:注 血竈周圍ニ多數 ノGlia細 胞,

竈 内及 ビ其 ノ壁ニアリテハ多數 ノMakrophagen増

殖 シ,赤 血球 ヲ貪喰 セルヲ認 メ得 レドモ,鐵 反應尚

ホ陰性ナ リ.

第7號(♀)體 重1.4kg

注血後1週 間:注 血部ニハ 瘢痕組織 ノ形成ヲ認
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ム. Makrophagen中 ニ褐 色 色 素 顆 粒 ヲ見,鐵 反 應 ハ

其 ノ色 彩 甚 ダ淡 ク比較 的 大 ナ ル顆 粒 ヲ呈 シ,又 輪 状

ヲ呈 ス ル モ ノヲ見 ル.

第8號(♀)體 重1.4kg

試 ミニ2週 間 ノ モ ノ ヲ檢 査 セル ニ,注 血部 周 圍 ニ

群集スル「フイブロブラステン」ニヨ リ瘢痕形成ヲ示

セルコト第2號 ニ類似シ,「 グ リヤ」細胞 ノ増殖著明

ナ リ. Makrophagen中 ニハ褐色色素顆粒 ヲ含有シ,鐵

反應著明ニシテ色彩濃ク顆粒粗大ナ リ.(第7表a)

第7表　 a

腦内注射ハ腹腔,皮 下,筋 肉内注射ニ比スルニ喰

血現象及 ビ鐵反應 ノ現ルルコト著 シク遲 ク,喰 血現

象 ハ96時 間,鐵 反應ハ 注射後約1週 間ニシテ 現ル

ル ガ如 シ.是 レ腦 髓 ハ 他 ノ3者 ニ 比 シ, Makrophagen

ノ游 出 困 難 ナ ル ニ據 ル ナ フ ンカ.

實 驗 第2列

第9號(〓)體 重1.4kg

注 血 後10分:注 血竈 周 圍 ニ 極 少數 ノ 「フイ ブ ロ

ブ ラ ステ ン」ヲ見 ル ノ ミ.喰 血現 象 竝 ニ鐵 反 應 ナ シ.

第10號(〓)體 重1.3kg

注 血 後24時 間:注 血竈 周 圍 ニ少 數 ノ 「ブイ ブ ロ

ブ ラ ステ ン」,-多 核 白血 球,「 グ リヤ 」細 胞 ヲ見 ル ノ

ミニ シテ,喰 血 現 象 及 ビ鐵 反應 ヲ呈 セ ズ,

第11號(〓)體 重1,3kg

注 血 後48時 間:注 血竈 周 圍 ニ ハ 「グ リヤ」細 胞 群

集 シ,「 フイ ブ ロブ ラ ス テ ン」,集 簇 亦 著 明 ナ リ,喰

血 現 象 ナ ク,鐵 反 應 陰 性 ナ リ.

第12號(〓)體 重1.5kg

注 血 後72時 間:注 血竈 周 圍 ニハ 多 數 ノ「グ リヤ」

細 胞 及 ビ「フイ ブ ロ ブ ラ ス テ ン」ノ群 集 セ ル ア リ.又
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繊 維 素 ノ析 出 著 明 ニ シテ, Makrophagenノ 或 者 ハ赤

血 球 ヲ貪 喰 シ,又 或 者 ハ 胞 體 中 ニ 褐色 色 素 顆 粒 ヲ 含

有 セ ル モ ノア リ.鐵 反 應 ハ 強 ク平 等 ニ 現 出 ス.

第13號(〓)體 重1.3kg

注 血 後96時 間:注 血 竈 内及 ビ其 ノ周 圍 ニ ハ多 數

ノ「グ リヤ」細 胞,「 フイ ブ ロブ ラ ステ ン」群 集 シ,纎

維 素 ノ喰 出又 著 明 ニ シテ, Makrophagen中 ニハ 或 ハ

赤 血 球 或 ハ褐 色 色素 顆 粒 ヲ宿 セ リ.鐵 反 應 ハ 平 等 ニ

著 明 ニ現 ル.

第14號(〓)體 重1.8kg

注 血 後120時 間:注 血 竈 内 外 ニ 多 數 ノ「グ リヤ 」

細 胞,「 フイ ブ ロ ブ ラ ス テ ン」ヲ見, Makrophagen及

ビ「フ イブ ロブ ラ ス テ ン」中 ニハ,赤 血 球 或 ハ 褐 色色

素 顆 粒 ヲ認 ム.鐵 反應 強 ク大 小 顆 粒 状 ニ 現 レ,又 「フ

イ ブ ロ ブ ラ ス テ ン」ノ胞 體 ハ 平 等 ニ 淡 青 色 ヲ呈 ス ル

ア リ.

第15號(♀)體 重1.2kg

注 血 後1週 間:注 血竈 内及 ビ其 ノ周 圍 ニ 群 集 ス

ル「フイ ブ ロブ ラ ス テ ン」, Makrophagen中 ニ 褐 色 色

素 顆 粒 ヲ含 ミ,鐵 反 應 強 ク顆 粒 状 ニ現 レ 「フイ ブ ロ

ブ ラ ステ ン」ノ胞 體 ハ 第14號 ニ比 シ稍 々其 ノ色 彩 濃

シ.(第7表b)

第7表　 b

實 驗 第3列

本列 ニ於テハ幼動物 ニ就キテ實驗 シ試驗家兎ノ老幼ノ間ニ生ズル差ヲ檢 セント試 ミタ リ.

第16號(〓)體 重0.6kg

注 血後10分:注 射サレタル赤血球 ハ 原形 ヲ保

チ,竈 周圍 ニ少數ノ「グ リヤ」細胞 ヲ見ルノミ.喰 血

現象及ビ鐵反應陰性ナリ.

第17號(〓)體 重0.8kg

注 血後24時 間:輕 度 ノ「グ リヤ」細胞及ビ遊走性

組織 ノ増殖アリ.赤 血球ハ一部崩壞セリ.喰 血現象

及 ビ鐵反應陰性ナリ.
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第18號(〓)體 重0.5kg

注血後48時 間:中 等度ノ「フイブロブラステン」

及ビ「グ リヤ」細胞 ノ増殖ア リ.赤血球ハ崩壞セルモ,

纎維素 ノ析出ナシ.喰 血現象陽性ナ レドモ,鐵 反應

ハ未ダ出現セズ.

第19號(〓)體 重0.8kg

注血後72時 間:赤 血球ハ崩壞融合 シ,遊 走性組

織球,「 フイブロブラステン」,「グリヤ」細胞ハ増殖

著シ,遊 走性組織球ニ貪喰セラレタル赤血球ハ崩壞

シ褐色色素顆粒 トナリテ存スルモ鐵反應未ダ發現セ

ズ.

第20號(〓)體 重0.7kg

注血後96時 間:注 血竈周圍ニハ,遊 走性組織球,

「グ リヤ」細胞,「 フイブロブラステ ン」ノ出現多 ク,

赤血球ハ崩壞融合セ リ.遊 走性組織球 ノアルモノハ

其 ノ胞體中ニ褐色色素顆粒ヲ認ム.喰 血血象及ビ鐵

反應陽性 ナリ.

第21號(〓)體 重0.7kg

注 血後1週 間:注 血竈周圍 ニハ 遊走性組織球,

「グ リヤ」細胞,「 フイブロブラステン」ノ増殖強ク,

遊走性組織球ニハ褐色色素顆粒 ヲ含ム.鐵 反應ハ強

陽性ナリ.

第22號(〓)體 重0.5kg

注血後10日:鏡 下 ノ所見第21號 ト大差 ナキモ

鐵反應ハ強ク第21號 ノモ ノヨリ優 レリ.(第7表c)

第7表　 c

上記 實驗成績 ヲ觀ル ニ幼若動物 ハ成熟動 物 ニ比 シテ鐵反 應 ノ出現多少遲延 スル ガ如 シ.

本 節 ノ實驗成績 ヲ總括 スル ニ,注 射後24時 間 ニ至 ル迄 ハ 竈 ニ於 テ著 變 ナク 單 ニ織 維素 ノ析

出,造 結締織細胞 ノ出現竝 ニ グ リヤ」細胞 ノ増加 ヲ認 ム. 48時 間 ヨ リ赤 血球 ノ溶解 竝 ニ崩壞 始

マ リ, 72時 間 ニ シテ初 メテ喰 血現象 ア リ「ベル リン」青鐵反應 モ 殆 ド同時 ニ陽性 トナ リ
,最 初ハ

Makrophagenノ 原 形質 中ニ於 テ平等青染 サルル モ120時 間 ニ至 リテ 顆粒状 ヲ呈 スル ニ至 ル.

之 ヲ前記Druckノ 成 績 ニ比較 スル ニ,大 體 ニ於 テ一致 ヲ見ル モ, Hamosiderin出 現 ノ時 期 ハ
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余 ノ實驗 ニ於 テ遙 ニ早 シ,素 ヨ リ兩者 ハ 實驗 方法 ヲ異 ニ シ,尚 ホDruckハ 實 驗動物 ノ體 重,

實 驗 ヲ行 ヒシ季節 ヲ明記 セザル ガ故 ニ兩者 ヲ同 日ニ論 ズル ヲ得ズ.

總 括

此處 ニ全 實驗例 ヲ通覽 スルニ出血竈ニ於 ケル組織 的變化 ノ様式 ニ於 テハ從來 ノ文獻 ニ於 ケル

モノ ト本態的 ニ相 違 ヲ示 サズ.注 目スベキハ組織 的變 遷 ノ時 間的 相違 ナ リ.即 チ喰 血現象 ハ

Corduaハ2日 後Druckハ3日 後, Langhans及 ビArnoldハ3乃 至4日 後 ニ初 メテ證明 シ得

タ リ卜ナ スモ余 ノ實驗 ニ於 テハ大網 及 ビ皮 下結締織 中ニ於 テ ハ注 血後既 ニ10分,筋 肉及 ビ大腦

ニ於 テハ48時 間 ニ シテ之 ヲ證明 シ得 タ リ. Hamosiderin出 現 ノ時期 ハDruckハ6日 後Lsng

hausハ5乃 至7日 後Arnolsハ3乃 至6日 後 ニ認 メ タリ ト云 フモ余 ノ實驗 ニ於 テハ皮下結締織

中 ニテハ微弱 ナ ガラ既 ニ24時 間 ニ シテ 「ベル リン」青 反應 ノ陽性 成績 ヲ得 タ リ.筋 肉内 ニ於 テ

48時 間,大 網 及 ビ大腦 内ニ於 ハ72時 間 ニ シテ 陽性 ニ現 レタ リ.茲 ニ余 ノ甚 ダ遺憾 トナスハ上

記 諸氏 ノ實驗 ニ於 テハ動物 ノ老 幼,實 驗 ヲ行 ヒシ季節 ニ關 シテ深 ク注 意 セザ リシ事ナ リ.即 チ

余 ノ實驗成績 ニ於テハ幼若 ナル動 物 ト成熟期 ニ アル動物 トノ間 ニ ハ可成 大 ナル時間 的 ノ相違 ヲ

示 シ,又 春夏 ノ候 卜秋 冬 ノ候 ニ於テ モ或程度 ノ時 間的ノ相 違 ヲ認 メザル ヲ得 ズ.更 ニ考慮 ニ入

レベ キハ四季 ヲ通 ジテ寒冷 ナル北 國 ニ於 ケル實驗成績 ト四季温 暖 ナル南國 ニ於 ケル實驗成績 ト

ニ時間的相違 ヲ示 サザル ヤ否 ヤハ又一 ツノ問題 ナ リ.

尚 ホ於保氏 ハ室温 ノ上昇 セル時又 ハ動 物 ヲ暖 メル時 ハ其 ノ網 状 内皮細胞 系統 ノ異物攝 取機能

ノ亢 進 スル ヲ認 メタ リト云 フモ,余 ハ出 血竈 中 ノ組織 球性細胞 ノ喰 血 乃至 ハHamosiderin形

成 作用 ニ對 シテ室温 ノ影響 ヲ認 メ得 ザ リキ.

M. B. Schmidtハ 横 紋 筋繊 維 ニHamosiderinヲ 證 明 シ得 タ リト記 載 シ,又Oberndorfモ

Hamosiderinハ 淋 巴 細胞 ト滑 平筋 ノ ミニ ハ決 シテ出現 セズ ト云 フ.然 ル ニ余 ノ行ヘル筋 肉内 血

液 注射 ニ際 シテハ横紋 筋 々鞘結締織 ニ於 テ甚 ダ著 明ナル鐵 反應 ヲ呈 セ シニ拘 ラズ,之 ニ包 圍サ

レタル横紋筋纎維 ハ嚴 然 トシテ陰性 ヲ保 テ リ.

第3章　 結 論

1.腹 腔内注射ニ於テハ,

a)大 網ノ喰血現象 ハ血液注 入後10分 ヨリ29分 ノ間ニ現ルルモ,最 モ旺盛ナル時期 ハ注入

後60乃 至72時 間ナ リ.

b)鐵 反應 ハ注入後72時 ヨリ1週 間ノ間ニ發現ス.

c)喰 血現象竝ニ鐵反應ハ,室 温及 ビ性ニハ大ナル關係 ヲ有セズ.然 レドモ季節ニ ヨリテ多

少 ノ遲速 アル ガ如 シ.

2.皮 下注射 ニ於テハ,
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a)喰 血現象 ハ既 ニ注血後10分 ニ シテ發現ス ルモ, 60乃 至72時 ニ シテ最 モ著明 ナ リ.

b)鐵 反 應 ハ早 キ ハ注 血後24時 間ニ シテ現 ル レ ドモ,最 モ著 明 ナル ハ96乃 至120時 ナ リ卜

ス.

3.筋 肉 内注 射 ニ於 テ ハ,

a)喰 血 現象 ハ48時 間 ニシテ現 レ, 72時 間 ニ シテ最 モ著 明ナ リ.

b)鐵 反 應 ハ注 血後48時 間 ニ シテ現 ルル モ,最 モ強度 ナル ハ96乃 至120時 ナ リ 卜ス.

4.腦 内注 射 ニ於 テハ,

a)喰 血現象 ハ48時 間ニ シテ發現 シ, 120時 ニ シテ最 モ著 シ.

b)鐵 反 應 ハ注血後72時 間 ニ シテ現 レ, 1週 間 乃至10日 ニ シテ最 モ強 シ.

5.自 家 血液注入後喰 血現象及 ビ鐵反應 ノ發現 スル時 間 ハ皮 下結 締織 ニ於 テ最 モ早 ク,骨

格筋,大 腦,大 網之 ニ次 グ.

6.喰 血現象 及ビ鐵反 應 ノ出現 ハ,試 驗動物 ノ老幼 ニ ヨ リテ遲 速 アリ,即 チ成熟期 ニアル

モノニ最 モ早 ク,老 動物 之ニ亞 ギ,幼 若 ナル モノ ハ最 モ遲 シ.

7.鐵 反 應 ハ主 トシテ組織球性細胞 ニ現 ルル モ,皮 下結締織 ニ在 リテハ結締織細 胞及 ビ結

締織繊維 ニ輕 テ モ輕度 ニ出現 ス.又 骨格筋 内注射 ニ在 リテハ内外筋鞘 ノ結 締織 中ニ現 レ筋 繊維

ニ現ル ル コ トナ シ.

8.鐵 反 應 ハ主 トシテ注血竈 ノ周邊 部ニ於 テ現 レ竈 ノ中心 部ニ 現ル ル コ 卜稀 ナ リ.但 注 血

後 早期ニ於 テハ往 々竈中 ニ少數 ノ大 單核 細胞 ニ輕度 ノ鐵反應 ヲ認 ムル コ トア リ.由 之觀是,注

血竈 ニ於 ケル「ヘモ ジデ リン」形成 ハ主 トシテ既在組織成分或 之 ヨ リ増殖 セル細胞 成分 ニ ヨ リテ

行 ハ レ,血 液 中ニ存 セ シ細 胞成分ハ之ニ關 與 スル コ ト稀 ナル ガ如 シ.

擱筆スルニ當 リ濱崎助教授ノ多大ナル御援助ヲ感謝ス.
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